






























































































で、分光学の先端の研究にかかわるよう なった。卒業後、日本光学株式会社に入社するが、二年後、理研に移り長岡研究室に所属する。大学時代から引き続いて、スペクトル線の実験的な研究で成果を挙げ、一九二四年に学位を取得した。同年秋 パリ・ソルボンヌ大学でこの分野を率いるファブリ（一八六七―一九四五）の下へ留 ほぼ一年後コペンハーゲンへ移り、理論の研究を始める。一九二七年春からはゲッチンゲンに移り、秋まで滞在
（23）、米国を経て一九二八年一月



































































































































































































































































































































































































中根美知代、 「手紙類に見る杉浦義勝の海外留学」 、 『物理学史ノー
ト』 、二〇一 出版予定。（7）
ハイトラー・ロンドンの理論については、量子化学の基本的な教科
書、たとえば原田義也、 『量子化学』 、裳華房、一九七八年、二一三―二一四頁、中島威・藤村勇一 『現代量子化学の基礎』 、共立出版一九九九年、一四〇頁を参照のこと。（8）
たとえば、ライナス・ポーリング、小泉正夫訳『化学結合論』 、
一九六二年、 八 。（9）
武藤俊之助、 「日本における固体量子論の草分けの頃」 、 『物性』 、第
四巻、第一号、 七三 ―八 。この講演録は杉浦義勝、 「新量子力学と其応用」 、 『日本物理学会史』 、第二巻附録、一九二八―一九二九年、一四―八八頁に収められている（10）　
湯川秀樹、 『旅人』 、一九五八年、朝日新聞社、二四三頁。
（11）
朝永振一郎、 『量子力学と私』 、一九九七年、岩波文庫版 二六―
二九頁、および『スピンはめぐる』 （新版） 二〇 八年、みすず書房、 六四―二八六頁。（12）
ただし、彼らは、翌年なされた仁科芳雄の講義の方 深く感銘を受
け、上述した文献では仁科の影響を強調している。その め、量子力学を日本に普及 のは、仁科ひとりの仕事と思われている場合も多い（13）
















されている。木村健二郎、 「コペンハーゲンの仁科博士」 三三―四五頁、堀健夫、 「ボーア・グループとコペンハーゲン精神」 、四六―五四頁。（27）　
中根、前出。
（28）　





マルガレーテ・ボーア、 「日常の生活」 、前出『仁科芳雄』 、二〇二
―二〇八頁に所収。（32）　








たとえば、辻哲夫、 「日本における物理学の自立」 、 『物理学史への
道』 、二〇一一 、こぶし書房、一一八―一九五頁所収、程度にとどまっている。そ 理由 つは 物理学に分類される杉浦の多く 仕事が、化学史で論じられるハイトラー・ロンドンの理論を補完した成果と切り離されて論じられているからであろう。（35）　『立教大学理学部三〇年史』 、一九七九年、一五三―一五四頁。
（36）
数理哲学にかんする学科はできなかった。しかし、哲学的な事柄を




















佐々木順三、 「始業礼拝講話：杉浦義勝先生を偲ぶ」 、 『チャペル
ニュース』 、一九六一年一月号 頁。（49）　『立教大学理学部三〇年史』 、一三四頁および二二五頁。
（50）　
同右、一〇七頁。
（51）　
同右、一二二頁。
（52）　
同右、一四六―一四七頁。
（53）　
同右、一一四頁。
（54）　
同右、一三四頁。
（55）　『立教大学理学部五〇年誌』 、一九七頁。
（56）　
N
ielsB
ohrP
rivateC
orrespondence に所収。
（57）　『立教大学理学部三〇年史』 、一二三頁。
（58）　
杉浦、前出。
（59）　
N
ielsB
ohrScientificC
orrespondence に所収。
（60）　
玉木・江沢編、前出『仁科芳雄』の中央部に所収されている写真集
「ボーア教授の来日」の項に、この写真が掲載されている。二〇一三年六月に筆者が研究所を訪問し、確認した。
